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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 20 展開方向 2

予算区分 一般会計

新産業創出事業

令和２年度以降

款 0602 中大

～

地域活性化営業部

商工振興課

担当部

担当課

07　商工費

〇

　

事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート

0 0

49,601

項目 Ｈ27 Ｈ29

事
業
費

人
件
費

その他

計（A）

0

対前年比

財
源

事業費合計（C＝A＋B）

直
接
経
費

その他職員

項 01 目 01

200

11,229 8,235

Ｈ30

11,229 11,229 8,235

0

〇小牧市企業新展開支援プログラムに基づいた補助制度の推進や次世代成長産業参入セミナーを開催するなど市内企
業の操業支援に加え、企業の新事業展開の促進や創業者支援の取組みを推進することにより、市内産業の振興を図る。
［次世代成長産業に関する支援］（実計）
　・中小企業次世代成長産業設備等導入補助金　（2件）
　・航空機部品製造認証取得支援補助金　（1件）
　・航空宇宙産業販路開拓支援補助金　（1件）
［起業・創業に対する支援］（実計）
　・起業・会社設立支援補助金　（25件）
　・創業支援利子補給補助金　（32件）
［研究・開発等に関する支援］（実計）
　・中小企業新産業技術開発支援補助金　（25件）
　・中小企業知的財産権取得事業費補助金　（14件）
　・中小企業産学連携・企業間連携事業費補助金　（2件）
[操業等に関する支援]（実計）
　・中小企業経営・技術専門家派遣利用費補助金　（1件）
　・中小企業人材育成研修費補助金　（24件）
　・中小企業省エネルギー設備等導入補助金　（10件）
　・中小企業販路開拓支援補助金　（51件）
　・小規模事業者情報発信支援補助金　（11件）
［プログラム改定］
　令和元・2年度において「企業新展開支援プログラム」の改定を予定。※現プログラムは期間を令和元年度まで延長。
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４．総合評価

千円 節 節事務事業評価による額

（実計）新産業創出事業
〇小牧市企業新展開支援プログラムに基づいた補助制度の推進の取り組みにより、新産業創出事
業補助件数は平成30年度の目標200件に対して199件となった。経済環境の影響等もあるが、当該
事業の平成30年度のボリュームは「維持」と判断した。

〇小牧市企業新展開支援プログラムは令和元年度までの計画となっており、今後、改定を計画して
いる。改定にあたっては、市内企業者の意見等を反映するため、補助制度を活用した企業へのアン
ケート、中小企業振興基本条例に基づいて開催する「車座会議」での意見収集、専門家や事業者
等で構成する策定検討委員会の設置等を通じて改定作業を実施する。また、プログラム改定に基
づいて補助制度の見直しも進めていく。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

（実計）新産業創出事業
〇事業費は平成29年度から平成30年にかけて9,774千円の増加となっている。この要因は補助件
数が前年の178件から199件に増加したことによるものである。

〇1件当りの補助額が大きい次世代成長産業分野製品の開発、生産等の新たな設備導入に対する
「中小企業次世代成長産業設備等導入補助金」が、前年の1件2,270千円から2件10,320千円と
8,050千円の増加となった。

〇製品の品質管理、品質改善及び製品開発等に必要な依頼試験等に要した費用への補助である
「中小企業新産業技術開発支援補助金」が、前年の14件2,495千円から25件4,387千円と1,892千円
の増加となった。

〇新規需要の開拓を促進するため展示会等に出展する事業者に対し、その経費を補助する「中小
企業販路開拓支援補助金」が、前年の39件8,720千円から51件10,826千円と2,106千円の増加と
なった。

〇平成30年度に新設した、事業PRや販路開拓のためにHPを作成・改定する小規模事業者に対し、
その経費を補助する「小規模事業者情報発信支援補助金」が、11件2,160千円の実績となった。

〇企業の設備投資や販路開拓等の活動が前年と比較して活発になり補助件数は増加しているが、
活動指標である企業訪問数は他業務との調整ができず訪問に必要な時間が不足し減少しており、
補助制度の周知活動の充実が課題となっている。
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